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東北の今後の道路政策のあり方－提言－中間とりまとめ （概要） 

 

「東北の今後の道路政策のあり方－提言－」は、東北地域におけるポテンシャルと課題を踏まえ、「東北のみち

のあり方を考える懇談会」での道路整備に対する共通認識のもと、東北地域として今後の道路政策を進める際に

求められるポイントを考慮し、以下のとおりとりまとめたものである。 

 

 
■東北地域のポテンシャル 
・全国２割を占める広大な国土 
・白神山地や伊豆沼などの豊かな自然環境 
・三内丸山遺跡などの歴史ある文化や風土 
・ブナ林などの自然林を有する水資源の源 
・安全な食料生産地・エネルギー基地 
・ゆとりと癒しの地 
・地場企業群の集積（機械加工、電子・電気、鋳造等） 

■東北地域の課題 
・全国に比べ1.4倍の長い都市間距離の克服 
・奥羽山脈などの脊梁山脈、峠、豪雪の克服 
・全国を上回る少子高齢化・人口減少への対応 
・力強さを欠く経済への対応 
・財政的制約への対応 
・地震、豪雪、豪雨などの災害問題への対応 
・中心市街地の空洞化への対応 
・地球規模での環境問題への対応 
・身近な暮らしの質の向上や個性ある地域形成を重
視する傾向への対応 
・安全で安心な生活環境の実現に対する要請への
対応 

 

■懇談会での共通認識 
Ⅰ．東北地域は 
①国際経済競争力を活性化するための道路が不
十分 
②便利で豊かに安心して暮らすための道路が不十
分 

Ⅱ．「道路はもう必要ない」などという意 見 に
対しては、同意できない。 
東北地域には、必要性、効率性、緊急性の高
い、投資に値する多くの道路があり、その整備が
必要 

■今後の道路政策に求めるポイント 
 

■提言 
 提言１ 広域的な交流・連携の促進と、東アジアとの近接性を活かした産業経済の国際競争力の強化 

－高速道路ネットワークの整備による「強い東北」の形成－ 

提言２ 個性と活力のある持続可能な地域づくり 
－すべての人のくらしに快適さを運ぶ道路の確保－ 

提言３ 豪雪・地吹雪などの厳しい冬を克服した安全・快適な地域づくり 
－冬期交通障害の緩和による冬期道路交通サービスの確保－ 

提言４ だれもが心から安心して生活できる地域づくり 
－くらしと命を守り、災害に備えた道路の確保－ 

提言５ 次世代につなげる地球環境の保全と美しい風景の育成 
－美しい環境と調和し、観光資源としての価値を高める道路の確保－ 

①新たな国土づくりへの対応 ②既存道路の戦略的維持管理及び有効活用 
③道路利用者・地域住民とともに進める道路整備 ④目標を具体的に設定したスピーディな政策展開 
 


